






Ⅰ.はじめに

腎疾患に対するメチールプレドニン大量静注療法は,最近 Cole 等 l),Cathcart

が発表しているが,我々も独自に施行し,その効果について幾つか発表して来た

3)。いずれも腎移植後拒絶反応の治療から示唆され試みているわけであるが,

各々期せずして同じ“Pulse therapy”なる名称を付けているのは面白い。

Cathcart 等は,腎移植後の急性拒絶支応時の組織変化(間質の浮腫ならびに小

円形細胞浸潤)がループス腎炎における腎機能の急性増悪時の組織変化と類似

していることから,“Pulse therapy”の導入を決意しているようである。今回は

腎不全に陥入ったループス腎炎の 1 例に“Pulse therapy”及び“Shuntless

Dialysis”を行い効果を得たので報告する。


